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(57)【要約】
【課題】３Ｄ映像信号に対して、被写体に関連付けられ
た情報を、適切な位置に表示可能な撮像装置を提供する
ことを目的とする。
【解決手段】本３Ｄ撮像装置は、識別手段と、視差情報
決定手段と、表示位置決定手段と、３Ｄ表示制御手段と
を、備えている。識別手段は、第１映像信号及び第２映
像信号に基づいて、対象画像に対する視差情報を、算出
する。また、識別手段は、対象画像を識別するための識
別情報を、設定する。また、識別手段は、対象画像用の
視差情報及び識別情報を、出力する。視差情報決定手段
は、識別情報が対象画像から奥行方向に離れた位置で視
認されるように、対象画像用の視差情報に基づいて、識
別情報用の視差情報を決定する。３Ｄ表示制御手段は、
識別情報用の視差情報に基づいて、識別情報を第１映像
信号に重ねて表示し、識別情報を第２映像信号に重ねて
表示する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３Ｄ映像信号を構成する第１映像信号と第２映像信号とに基づいて３Ｄ映像を表示可能
な３Ｄ撮像装置であって、
　前記第１映像信号及び前記第２映像信号に基づいて、被写体に対応する対象画像に対す
る対象画像用の視差情報を算出し、前記対象画像を識別するための識別情報を設定し、前
記対象画像用の視差情報及び前記識別情報を出力する識別手段と、
　前記識別情報が前記対象画像から奥行方向に離れた位置で視認されるように、前記対象
画像用の視差情報に基づいて、識別情報用の視差情報を決定する視差情報決定手段と、
　前記識別情報用の視差情報に基づいて、前記第１映像信号に対する前記識別情報の第１
表示位置と、前記第２映像信号に対する前記識別情報の第２表示位置とを、決定する表示
位置決定手段と、
　前記第１表示位置において前記識別情報を前記第１映像信号に重ねて表示し、前記第２
表示位置において前記識別情報を前記第２映像信号に重ねて表示する３Ｄ表示制御手段と
、
を備える３Ｄ撮像装置。
【請求項２】
　前記被写体を特定するための第１特定情報を、記憶する記憶手段、
をさらに備え、
　前記識別手段は、前記対象画像に基づいて、前記対象画像を特定するための第２特定情
報を抽出し、前記第１特定情報と前記第２特定情報とに基づいて、前記対象画像を、前記
被写体に対応する画像として、認識する、
請求項１に記載の３Ｄ撮像装置。
【請求項３】
　前記第１特定情報は、前記被写体の少なくとも一部を特定するための情報であり、前記
第２特定情報は、前記被写体の少なくとも一部に対応する前記対象画像を、特定するため
の情報である、
請求項２に記載の３Ｄ撮像装置。
【請求項４】
　前記視差情報決定手段は、前記識別情報が前記対象画像に対して手前側に配置されるよ
うに、前記対象画像用の視差情報に基づいて、前記識別情報用の視差情報を決定する、
請求項１から３のいずれかに記載の３Ｄ撮像装置。
【請求項５】
　前記視差情報は、前記第１映像信号及び前記第２映像信号のいずれか一方に対する、前
記第１映像信号及び前記第２映像信号のいずれか他方の視差量を、含んでいる、
請求項１から４のいずれかに記載の３Ｄ撮像装置。
【請求項６】
　前記識別情報は、前記対象画像を識別するための識別名を、含んでいる、
請求項１から５のいずれかに記載の３Ｄ撮像装置。
【請求項７】
　３Ｄ映像信号を構成する第１映像信号と第２映像信号とに基づいて３Ｄ映像を再生可能
な３Ｄ再生装置であって、
　被写体に対応する対象画像を識別するための識別情報が、前記対象画像から奥行方向に
離れた位置で視認されるように設定された識別情報用の視差情報に基づいて、前記識別情
報を前記第１映像信号に重ねて表示し、前記識別情報を前記第２映像信号に重ねて表示す
る３Ｄ表示制御手段と、
を備える３Ｄ再生装置。
【請求項８】
　前記識別情報が前記対象画像から奥行方向に離れた位置で視認されるように、前記対象
画像用の視差情報に基づいて、前記識別情報用の視差情報を決定する視差情報決定手段、
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をさらに備える請求項７に記載の３Ｄ再生装置。
【請求項９】
　前記識別情報用の視差情報に基づいて、前記第１映像信号に対する前記識別情報の第１
表示位置と、前記第２映像信号に対する前記識別情報の第２表示位置とを、決定する表示
位置決定手段、
をさらに備え、
　前記３Ｄ表示制御手段は、前記第１表示位置において前記識別情報を前記第１映像信号
に重ねて表示し、前記第２表示位置において前記識別情報を前記第２映像信号に重ねて表
示する、
請求項７又は８に記載の３Ｄ再生装置。
【請求項１０】
　前記第１映像信号及び前記第２映像信号に基づいて、前記対象画像用の視差情報を算出
し、前記識別情報を設定し、前記対象画像用の視差情報及び前記識別情報を出力する識別
手段、
をさらに備える請求項７から９のいずれかに記載の３Ｄ再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、３Ｄ撮像装置及び３Ｄ再生装置に関し、特に、顔識別機能を有する３Ｄ撮像
装置及び３Ｄ再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３次元（３Ｄ）映像信号を表示装置によって再現する手法が、知られている。表示装置
では、両眼視差をもって撮影された左右の画像が、互いに独立して左右の目に投影される
。左右の画像を取得する方法としては、独立した２台のカメラを横に並べ同期撮影する方
法、又は、２つの光学系に基づいて形成される別視点での被写体像を撮影する方法が、一
般的である。
　一方で、顔識別(個人識別）を行う技術が、知られている（たとえば、特許文献１参照
）。ここでは、人物の顔を撮影した撮影画像に基づいて人物の顔の特徴点を抽出し、この
特徴点と、識別すべき人物に関する顔識別データとの一致度に基づいて、顔識別が行われ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１５０６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　顔識別が可能な従来の撮像装置では、２次元撮影で得られる映像信号に基づいて、被写
体に関連付けられた情報が、表示されていた。しかしながら、３Ｄ撮影で得られる映像信
号に基づいて、上記の情報の表示位置を決定する方法については、検討されていなかった
。例えば、２次元の映像信号に対応する２次元画像においては、２次元平面において、顔
識別された顔の領域の近傍に、名前等の表示位置が設定されていた。しかしながら、３Ｄ
の映像信号に対応する３Ｄ画像は、３次元空間で定義されるものである。このため、３Ｄ
画像では、２次元画像と同様に、２次元平面だけで名前等の表示位置を決定することがで
きなかった。
　本発明は上記課題に対してなされたものであり、３Ｄ映像信号に対して、被写体に関連
付けられた情報を、適切な位置に表示可能な撮像装置を、提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本発明は、３Ｄ映像信号を構成する第１映像信号と第２映像信号とに基づいて３Ｄ映像
を表示可能な３Ｄ撮像装置に関するものである。本３Ｄ撮像装置は、識別手段と、視差情
報決定手段と、表示位置決定手段と、３Ｄ表示制御手段とを、備えている。識別手段は、
第１映像信号及び第２映像信号に基づいて、被写体に対応する対象画像に対する視差情報
を、算出する。また、識別手段は、対象画像を識別するための識別情報を、設定する。ま
た、識別手段は、対象画像用の視差情報及び識別情報を、出力する。視差情報決定手段は
、識別情報が対象画像から奥行方向に離れた位置で視認されるように、対象画像用の視差
情報に基づいて、識別情報用の視差情報を決定する。表示位置決定手段は、識別情報用の
視差情報に基づいて、第１映像信号に対する識別情報の第１表示位置と、第２映像信号に
対する識別情報の第２表示位置とを、決定する。３Ｄ表示制御手段は、第１表示位置にお
いて識別情報を第１映像信号に重ねて表示し、第２表示位置において識別情報を第２映像
信号に重ねて表示する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明では、３Ｄ映像信号に対して、被写体に関連付けられた情報を、適切な位置に表
示可能な撮像装置を、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施の形態におけるデジタルカメラ１を示す模式図
【図２】デジタルカメラ１における映像信号の撮影動作を説明するためのフローチャート
【図３】２Ｄ撮影モードにおける撮影動作を説明するためのフローチャート
【図４】３Ｄ撮影モードにおける撮影動作を説明するためのフローチャート
【図５】映像信号の全領域をサブ領域に分割した様子を示す図
【図６】デジタルカメラ１における圧縮映像信号の再生動作を説明するためのフローチャ
ート
【図７】２Ｄ撮影モードにおける顔識別撮影動作を説明するための図
【図８】３Ｄ撮影モードにおける顔識別撮影動作を説明するための図
【図９】デジタルカメラ１における３Ｄ撮影モードでの顔識別機能の動作を説明するため
のフローチャート
【図１０】デジタルカメラ１における３Ｄ再生モードでの顔識別機能の動作を説明するた
めのフローチャート
【図１１】識別した顔と識別名の位置関係を示す模式図
【図１２】第１視点信号及び第２視点信号に識別名を重畳表示した様子を示す図
【発明を実施するための形態】
【０００８】
＜１．実施の形態＞
　以下、本発明をデジタルカメラに適用した場合の実施の形態１について、図面を参照し
ながら説明する。
＜１－１．デジタルカメラの構成＞
　まず、デジタルカメラの構成に関して説明する。図１は、本実施の形態におけるデジタ
ルカメラ１の構成を示す模式図である。
　本実施の形態にかかるデジタルカメラ１の電気的構成について、図１を用いて説明する
。図１は、デジタルカメラ１００の構成を示すブロック図である。デジタルカメラ１は、
光学系１１０（ａ），１１０（ｂ）と、ズームモータ１２０（ａ），１２０（ｂ）と、Ｏ
ＩＳアクチュエータ１３０（ａ），１３０（ｂ）と、フォーカスモータ１４０（ａ），１
４０（ｂ）と、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）とを、備えている。ま
た、デジタルカメラ１は、映像処理部１６０と、メモリ２００と、コントローラ２１０と
、ジャイロセンサ２２０と、カードスロット２３０と、メモリカード２４０とを、さらに
備えている。さらに、デジタルカメラ１は、操作部材２５０と、ズームレバー２６０と、
液晶モニタ２７０と、内部メモリ２８０と、モード設定ボタン２９０とを、さらに備えて
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いる。
【０００９】
　光学系１１０（ａ）は、ズームレンズ１１１（ａ）、ＯＩＳ１１２（ａ）、及びフォー
カスレンズ１１３（ａ）を、含んでいる。また、光学系１１０（ｂ）は、ズームレンズ１
１１（ｂ）、ＯＩＳ１１２（ｂ）、及びフォーカスレンズ１１３（ｂ）を、含んでいる。
なお、光学系１１０（ａ）は、第１視点から見た被写体に対応する被写体像を、形成する
。また、光学系１１０（ｂ）は、第２視点から見た被写体に対応する被写体像を、形成す
る。ここで、第２視点は、第１視点とは異なる視点である。
　ズームレンズ１１１（ａ），１１１（ｂ）は、光学系の光軸に沿って移動することによ
り、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ）及び１５０（ｂ）に結像する被写体像を拡大又は
縮小する。ズームレンズ１１１（ａ），１１１（ｂ）は、ズームモータ１２０によって制
御される。
【００１０】
　ＯＩＳ１１２（ａ），１１２（ｂ）は、光軸に垂直な面内で移動可能な補正レンズを、
内部に有する。ＯＩＳ１１２（ａ），１１２（ｂ）は、デジタルカメラ１のブレを相殺す
る方向に補正レンズを駆動することにより、被写体像のブレを低減する。補正レンズは、
ＯＩＳ１１２（ａ），１１２（ｂ）内において、中心から移動可能である。
　フォーカスレンズ１１３（ａ），１１３（ｂ）は、光学系の光軸に沿って移動すること
により、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）に結像する被写体像のピント
を、調整する。フォーカスレンズ１１３（ａ），１１３（ｂ）は、フォーカスモータ１４
０によって制御される。
　なお、以下では、光学系１１０（ａ），１１０（ｂ）を総称して、単に光学系１１０と
記載することがある。また、ズームレンズ１１１、ＯＩＳ１１２、フォーカスレンズ１１
３、ズームモータ１２０、ＯＩＳアクチュエータ１３０、フォーカスモータ１４０、ＣＣ
Ｄイメージセンサ１５０についても、同様に記載することがある。
【００１１】
　ズームモータ１２０は、ズームレンズ１１１（ａ），１１１（ｂ）を駆動制御する。ズ
ームモータ１２０は、パルスモータやＤＣモータ、リニアモータ、サーボモータなどで実
現してもよい。例えば、ズームモータ１２０は、ズームレンズ１１１（ａ），１１１（ｂ
）を、互いに同期させながら駆動する。ズームモータ１２０は、図示しないカム機構やボ
ールネジなどの機構を介して、ズームレンズ１１１（ａ），１１１（ｂ）を、駆動するよ
うにしてもよい。
　ＯＩＳアクチュエータ１３０は、ＯＩＳ１１２（ａ），１１２（ｂ）内の補正レンズを
、光軸と垂直な面内において駆動制御する。ＯＩＳアクチュエータ１３０は、平面コイル
や超音波モータなどで、実現される。
　フォーカスモータ１４０は、フォーカスレンズ１１３（ａ），１１３（ｂ）を駆動制御
する。フォーカスモータ１４０は、例えば、パルスモータ、ＤＣモータ、リニアモータ、
サーボモータなどによって、実現される。フォーカスモータ１４０は、図示しないカム機
構やボールネジなどの機構を介して、フォーカスレンズ１１３（ａ），１１３（ｂ）を、
駆動するようにしてもよい。
【００１２】
　ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）は、光学系１１０（ａ），１１０（
ｂ）で形成された被写体像を撮影して、第１視点信号及び第２視点信号を、生成する。Ｃ
ＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）は、露光、転送、電子シャッタなどの各
種動作を、行う。第１視点信号及び第２視点信号という文言は、映像データ又は画像デー
タとういう意味で用いられる場合がある。
　映像処理部１６０は、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）で生成された
第１視点信号及び第２視点信号に対して、各種の処理を施す。この処理によって、映像処
理部１６０は、液晶モニタ２７０に表示するための画像データ（以下、レビュー画像と称
す）を生成したり、メモリカード２４０に格納するための映像信号を、生成したりする。
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例えば、映像処理部１６０は、第１視点信号及び第２視点信号に対して、ガンマ補正、ホ
ワイトバランス補正、傷補正などの各種映像処理を、行う。
【００１３】
　また、映像処理部１６０は、コントローラ２１０からの制御信号に基づいて、第１視点
信号及び第２視点信号に対して、例えば、エッジ強調処理等のエンハンス処理を、行なう
。
　さらに、映像処理部１６０は、例えば、それぞれＪＰＥＧ規格に準拠した圧縮形式等を
用いて、上記処理された第１視点信号及び第２視点信号を、圧縮する。第１視点信号及び
第２視点信号を圧縮して得られる圧縮映像信号は、互いに関連付けられて、メモリカード
２４０に記録される。なお、２つの圧縮映像信号が記録される際、ＭＰＯファイルフォー
マットを用いて、記録されるのが望ましい。ＭＰＯは、Ｍｕｌｔｉ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｏ
ｂｊｅｃｔの略称である。また、第１視点信号及び第２視点信号が動画の場合、Ｈ．２６
４／ＡＶＣ等の動画圧縮規格に基づいて、第１視点信号及び第２視点信号は圧縮される。
また、ＭＰＯファイルフォーマットと、ＪＰＥＧ画像及び／又はＭＰＥＧ動画とを、同時
に記録してもよい。
【００１４】
　映像処理部１６０は、ＤＳＰやマイコンなどで実現可能である。なお、レビュー画像の
解像度は、液晶モニタ２７０の画面解像度に設定しても構わないし、ＪＰＥＧ規格に準拠
した圧縮形式等により圧縮された画像データの解像度に設定しても構わない。
　メモリ２００は、映像処理部１６０及びコントローラ２１０のワークメモリとして、機
能する。メモリ２００は、例えば、映像処理部１６０で処理された映像信号、及び／又は
映像処理部１６０で処理される前のＣＣＤイメージセンサ１５０から入力される画像デー
タを、一時的に蓄積する。また、メモリ２００は、光学系１１０（ａ），１１０（ｂ）、
及びＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）の撮影条件に関するデータを、一
時的に蓄積する。撮影条件に関するデータとは、被写体距離、画角情報、ＩＳＯ感度、シ
ャッタースピード、ＥＶ値、Ｆ値、レンズ間距離、撮影時刻、ＯＩＳシフト量等を示すデ
ータである。メモリ２００は、例えば、ＤＲＡＭ、強誘電体メモリなどで実現される。
【００１５】
　内部メモリ２８０は、フラッシュメモリや強誘電体メモリなどで構成される。内部メモ
リ２８０は、デジタルカメラ１を制御するための制御プログラムや、顔検出に用いられる
標準的な顔に関する情報や、顔識別に用いられる顔に関する情報等を、記憶する。例えば
、顔検出に用いられる標準的な顔に関する情報には、標準的な顔の各部位（目、鼻、口等
）の位置に関する情報が、含まれている。顔識別に用いられる顔に関する情報には、顔の
各部位（目、鼻、口等）の位置及び位置関係に関する情報（以下、第１特定情報と呼ぶ）
が、含まれている。
　なお、以下では、情報という文言が、情報データという意味で用いられる場合がある。
また、位置という文言が、位置データ、座標データ、及び／又は距離データという意味で
用いられる場合がある。
【００１６】
　コントローラ２１０は、デジタルカメラ１を制御する制御手段である。コントローラ２
１０は、半導体素子などで実現可能である。コントローラ２１０は、ハードウェアのみで
構成してもよいし、ハードウェアとソフトウェアとを組み合わせることにより実現しても
よい。コントローラ２１０は、マイコンなどで実現できる。
　コントローラ２１０は、映像処理部１６０で生成された画像データが示す画像に含まれ
る顔を、検出する。具体的には、内部メモリ２８０は、標準的な人物等の顔に含まれる各
部位の位置（目の位置、鼻の位置、口の位置等）の情報を、記憶している。コントローラ
２１０は、映像処理部１６０で生成された画像データが示す画像において、内部メモリ２
８０に記憶されている目、鼻、口等の位置に関する情報と類似する部分が、存在するか否
かを、判断する。そして、コントローラ２１０が上記の部分があると判断した場合、コン
トローラ２１０は、その部分を含む所定の範囲を、顔として検出する。
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【００１７】
　なお、本実施形態で用いる「類似する」という文言は、２つの情報が完全に一致する場
合、及び２つの情報が所定の範囲内で一致する場合を、含んでいる。例えば、「２つの情
報が類似する」という文言は、「２つの情報が所定の誤差の範囲内で一致する」という意
味を、有している。
　また、コントローラ２１０は、映像処理部１６０で生成された画像データが示す画像に
含まれる被写体の顔画像が、内部メモリ２８０に記録された顔画像と同一であるか否かを
、識別する。具体的には、コントローラ２１０は、まず、上述したように、映像処理部１
６０で生成された画像データが示す画像に含まれる顔画像を、検出する。次に、コントロ
ーラ２１０は、顔画像を検出した際に、その顔画像に含まれる各部位の位置等（目、鼻、
口等の位置等）に基づいて、顔画像の特徴を示す情報（以下、第２特定情報と呼ぶ）を抽
出する。第２特定情報は、例えば、顔画像に含まれる各部位（目、鼻、口等）の位置情報
、及びある部位と他の部位との相対的な位置情報等を、有している。ここで、位置情報に
は座標情報が含まれ、相対的な位置情報には距離情報が含まれる。
【００１８】
　続いて、コントローラ２１０は、この第２特定情報が、内部メモリ２８０に記録されて
いる第１特定情報と類似しているか否かを、判断する。ここで、コントローラ２１０が、
両者の情報が類似していると判断した場合、コントローラ２１０は、検出した顔画像が、
内部メモリ２８０に記録されている顔画像と同一であると、識別する。すると、コントロ
ーラ２１０は、この顔に対応する識別名（識別情報の一例）を、取得する。識別名とは、
内部メモリ２９０に記録されている顔画像に対応する人物名等である。識別名は、内部メ
モリ２９０に記録されている顔画像と関連付けられ、内部メモリ２９０に記録されている
。一方で、コントローラ２１０が、検出した顔画像が、内部メモリ２８０に記録されてい
る顔画像と類似していないと判断した場合、コントローラ２１０は、検出した顔画像が内
部メモリ２８０に記録されている顔画像とは別の顔画像（未登録の顔画像）であると、識
別する。
【００１９】
　ジャイロセンサ２２０は、圧電素子等の振動材等で構成される。ジャイロセンサ２２０
は、圧電素子等の振動材を一定周波数で振動させコリオリ力による力を電圧に変換するこ
とによって、角速度情報を得る。この角速度情報に対応する揺れを相殺する方向にＯＩＳ
１１２内の補正レンズを駆動させることにより、使用者によりデジタルカメラ１００に与
えられる手振れは補正される。なお、ジャイロセンサ２２０は、少なくともピッチ角の角
速度情報を計測可能なデバイスであればよい。また、ジャイロセンサ２２０がヨー方向の
角速度情報を計測可能な場合、デジタルカメラ１が略水平方向に移動した場合の回転に対
する手ぶれを、考慮することができる。
　カードスロット２３０は、メモリカード２４０を着脱可能である。カードスロット２３
０は、機械的及び電気的にメモリカード２４０と接続可能である。
【００２０】
　メモリカード２４０は、フラッシュメモリや強誘電体メモリなどを内部に含み、データ
を格納可能である。
　操作部材２５０は、使用者からの操作を受け付けるユーザーインターフェースの総称で
ある。例えば、使用者からの操作を受け付ける十字ボタン、決定ボタンやレリーズボタン
を備える。レリーズボタンは、使用者の押圧操作を受け付ける。レリーズボタンが半押し
された場合、コントローラ２１０を介してＡＦ制御及びＡＥ制御を開始する。また、レリ
ーズボタンが全押しされた場合、被写体の撮影を行う。
　ズームレバー２６０は、使用者からズーム倍率の変更指示を受け付ける部材である。
　液晶モニタ２７０は、ＣＣＤイメージセンサ１５０で生成した第１視点信号及び第２視
点信号や、メモリカード２４０から読み出した第１視点信号及び第２視点信号を、２Ｄ表
示又は３Ｄ表示可能な表示デバイスである。また、液晶モニタ２７０は、デジタルカメラ
１００の各種の設定情報を表示可能である。例えば、液晶モニタ２７０は、撮影時におけ
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る撮影条件である、ＥＶ値、Ｆ値、シャッタースピード、ＩＳＯ感度等を、表示可能であ
る。
【００２１】
　液晶モニタ２７０は、２Ｄ表示される場合、第１視点信号及び第２視点信号のうちのい
ずれか一方を選択的に表示しても構わないし、第１視点信号及び第２視点信号を、左右又
は上下に分割表示しても構わないし、第１視点信号と第２視点信号とをライン毎に交互に
表示しても構わない。
　液晶モニタ２７０は、３Ｄ表示される場合、第１視点信号と第２視点信号とをフレーム
シーケンシャルに表示しても構わないし、第１視点信号と第２視点信号とをオーバーレイ
して表示しても構わない。
　モード設定ボタン２９０は、デジタルカメラ１で撮影する際の撮影モードを設定するボ
タンである。撮影モードとは、ユーザが想定する撮影シーンを示すものである。例えば、
撮影モードには、（１）人物モード、（２）子供モード、（３）ペットモード、（４）マ
クロモード、（５）風景モードを含む２Ｄ撮影モードと、（６）３Ｄ撮影モードとが含ま
れる。また、撮影モードは、（１）～（５）それぞれに対応する３Ｄ撮影モードを、有し
ていてもよい。さらに、デジタルカメラ１が撮影モードを自動的に設定するカメラ自動設
定モードを、撮影モードが有するようにしてもよい。デジタルカメラ１は、上記の撮影モ
ードに基づいて、適切な撮影パラメータを設定し撮影を行う。また、モード設定ボタン２
９０は、メモリカード２４０に記録される映像信号を再生するモード（再生モード）を設
定するボタンでもある。
【００２２】
　なお、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ）は、第１撮像手段の一例である。ＣＣＤイメ
ージセンサ１５０（ｂ）は、第２撮像手段の一例である。内部メモリ２８０は、記憶部の
一例である。顔は、被写体の一例、例えば被写体の一部である。映像処理部１６０は、識
別手段、視差情報決定手段、及び表示位置決定手段の少なくともいずれか１つの手段の一
例である。コントローラ２１０は、３Ｄ表示制御手段の一例である。液晶モニタ２７０は
、３Ｄ表示手段の一例である。
＜１－２．映像信号撮影動作＞
　以下、デジタルカメラ１における映像信号の撮影動作について説明を行う。図２は、デ
ジタルカメラ１における映像信号の撮影動作を説明するためのフローチャートである。図
３は、２Ｄ撮影モードにおける撮影動作を説明するためのフローチャートである。図４は
、３Ｄ撮影モードにおける撮影動作を説明するためのフローチャートである。
【００２３】
　図２に示すように、モード設定ボタン２９０が使用者により撮影モードに操作された場
合、コントローラ２１０は撮影モードを認識する（Ｓ２０１）。すると、コントローラ２
１０は、撮影モードが２Ｄ撮影モードか３Ｄ撮影モードかを、判定する（Ｓ２０２）。撮
影モードが２Ｄ撮影モードである場合、ステップＳ３０１に進む（図２の（１）を参照、
図３を参照）。一方で、撮影モードが３Ｄ撮影モードである場合、Ｓ４０１に進む（図２
の（２）を参照、図４を参照）。
　撮影モードが２Ｄ撮影モードである場合、図３に示すように、コントローラ２１０は、
レリーズボタンが全押しされるまで待機する（Ｓ３０１でＮｏ）。レリーズボタンが全押
しされると（Ｓ３０１でＹｅｓ）、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）の
少なくともいずれか一方の撮像素子は、２Ｄ撮影モードの場合に設定される撮影条件に基
づいて、撮影動作を行う（Ｓ３０２）。ここでは、撮像素子は、第１視点信号及び第２視
点信号のうち少なくともいずれか一方の映像信号を、生成する。
【００２４】
　続いて、映像処理部１６０は、生成された映像信号を、一時的にメモリ２００に蓄積す
る。そして、映像処理部１６０は、メモリ２００に蓄積された映像信号に対して、顔識別
処理を行う（Ｓ３０３）。また、ここでは、映像処理部１６０が、これらの映像信号に対
して、２Ｄ撮影モードに対応した各種映像処理を行い、圧縮映像信号を生成する。顔識別
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処理の詳細については、後述する。
　続いて、コントローラ２１０は、圧縮映像信号を、カードスロット２３０に接続される
メモリカード２４０に、記録する（Ｓ３０４）。なお、第１視点信号の圧縮映像信号と第
２視点信号の圧縮映像信号とが存在する場合、コントローラ２１０は、２つの圧縮映像信
号を、各々ＪＰＥＧファイルフォーマットを用いて、メモリカード２４０に記録する。顔
識別に成功した場合は、コントローラ２１０は、識別した顔の画像上の位置と、識別名等
の識別情報とを、圧縮映像信号に関連付けて記録する。
【００２５】
　一方で、撮影モードが３Ｄ撮影モードである場合、図４に示すように、コントローラ２
１０は、レリーズボタンが全押しされるまで待機する（Ｓ４０１でＮｏ）。レリーズボタ
ンが全押しされると（Ｓ４０１でＹｅｓ）、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０
（ｂ）の撮像素子は、３Ｄ撮影モードの場合に設定される撮影条件に基づいて、撮影動作
を行う（Ｓ４０２）。ここでは、撮像素子は、第１視点信号及び第２視点信号を生成する
。
　続いて、映像処理部１６０は、生成された２つの映像信号（第１視点信号及び第２視点
信号）を、一時的にメモリ２００に蓄積する。ここでは、映像処理部１６０は、メモリ２
００に蓄積された第１視点信号と第２視点信号とに対して、顔識別処理を行う（Ｓ４０３
）。そして、識別に成功した顔画像については、映像処理部１６０は、第１視点信号及び
第２視点信号のいずれか一方に対する、第１視点信号及び第２視点信号のいずれか他方の
視差量を、算出する。ここでは、例えば、映像処理部１６０は、第２視点信号に対する第
１視点信号の視差量を、算出する。より具体的には、映像処理部１６０は、第２視点信号
に含まれる顔画像に対する、第１視点信号に含まれる顔画像の視差量（顔画像用の視差量
）を、算出する。また、ここでは、映像処理部１６０が、第１視点信号と第２視点信号と
に対して、３Ｄ撮影モードに対応した各種映像処理を行い、２つの圧縮映像信号を生成す
る。顔識別処理の詳細については、後述する。
【００２６】
　続いて、コントローラ２１０は、２つ圧縮映像信号をカードスロット２３０に接続され
るメモリカード２４０に、記録する（Ｓ４０４）。なお、コントローラ２１０は、例えば
ＭＰＯファイルフォーマットを用いて、２つの圧縮映像信号を関連付けて記録する。顔識
別に成功した場合は、コントローラ２１０は、識別した顔の画像上の位置と、顔画像用の
視差量と、識別名等の識別情報とを、圧縮映像信号に関連付けて記録する。
　ここで、視差量の算出形態について、説明しておく。図５は、映像信号の全領域をサブ
領域に分割した様子を示す図である。図５に示すように、映像処理部１６０は、例えばメ
モリ２００から読み出した第１視点信号の全領域を、複数のサブ領域に分割する。そして
、映像処理部１６０は、第１視点信号のサブ領域を用いて、第１視点信号のサブ領域に対
応する第２視点信号の領域を検査し、視差量を算出する。すなわち、映像処理部１６０は
、サブ領域の単位で、視差量を算出する。
【００２７】
　サブ領域の設定数は、デジタルカメラ１の処理負荷に応じて、設定されるようにしても
よい。例えば、デジタルカメラ１の処理負荷が低い場合、サブ領域の設定数を増やすよう
に制御を行う。逆に、デジタルカメラ１の処理負荷が高い場合、サブ領域の設定数を減ら
すように制御を行う。より具体的には、デジタルカメラ１の処理量に余裕がある場合は、
画素単位で視差量を検出する。一方で、デジタルカメラ１の処理量に余裕がない場合は、
１６×１６画素単位をサブ領域と設定し、当該サブ領域で１つの代表視差量を検出する。
　ここでは、第１視点信号のサブ領域に対応する第２視点信号の領域を検査することによ
って、視差量を算出する場合の例を示した。これに代えて、第２視点信号の全領域を、第
１視点信号と同様に、複数のサブ領域に分割することによって、サブ領域の単位で視差量
を算出してもよい。
【００２８】
　なお、視差量は、例えば、第１視点信号に対する第２視点信号の水平方向のずれ量とな



(10) JP 2012-114896 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

る。この場合、映像処理部１６０は、第１視点信号におけるサブ領域と第２視点信号にお
ける対応領域とのブロックマッチング処理を行う。映像処理部１６０は、ブロックマッチ
ング処理の結果に基づいて、水平方向のずれ量を算出し、このずれ量を視差量と設定する
。
＜１－３．映像信号再生動作＞
　以下では、デジタルカメラ１における圧縮映像信号の再生動作について説明を行う。図
６は、デジタルカメラ１における圧縮映像信号の再生動作を説明するためのフローチャー
トである。
　まず、モード設定ボタン２９０が使用者により再生モードに操作されると、デジタルカ
メラ１は再生モードに移行する（Ｓ６０１）。
【００２９】
　次に、コントローラ２１０は、メモリカード２４０から映像信号のサムネイル画像を読
み出す、又は当該映像信号に基づいてサムネイル画像を生成することによって、液晶モニ
タ２７０に表示する。使用者は、このサムネイル画像に基づいて、実際に表示を行う映像
信号を選択する（Ｓ６０２）。ここで、使用者が特定の映像信号を選択した場合、コント
ローラ２１０は、選択された映像信号に対応する圧縮映像信号を、メモリカード２４０か
ら読み出す（Ｓ６０３）。続いて、コントローラ２１０は、読み出した圧縮映像信号を、
メモリ２００に記録する（Ｓ６０４）。
　続いて、コントローラ２１０は、メモリ２００に記録された圧縮映像信号が、３Ｄ映像
信号か２Ｄ映像信号かを、判定する（Ｓ６０５）。例えば、映像信号がＭＰＯファイルフ
ォーマットを有している場合、コントローラ２１０は、この映像信号を、第１視点信号と
第２視点信号とを含む３Ｄ映像信号と、判定する。また、使用者が２Ｄ映像信号で読み出
すか３Ｄ映像信号で読み出すかを予め入力している場合、コントローラ２１０は当該入力
情報に基づいて、上記の判定を行う。
【００３０】
　ここで、コントローラ２１０が、圧縮映像信号が２Ｄ映像信号であると判定した場合、
映像処理部１６０は、２Ｄ用の映像処理を行う（Ｓ６０６）。具体的には、映像処理部１
６０は、圧縮映像信号の復号化処理を行う。映像処理部１６０は、例えば、シャープネス
処理や、輪郭強調処理等の映像処理を行っても構わない。また、識別情報がある場合には
、映像処理部１６０は、識別名表示位置の決定を行う。識別名表示位置の決定の詳細につ
いては、後述する。
　続いて、映像処理部１６０が２Ｄ用の映像処理を行った場合、コントローラ２１０は、
２Ｄ映像処理後の映像信号を、液晶モニタ２７０に２Ｄ表示する（Ｓ６０７）。２Ｄ表示
とは、視聴者が映像信号を２Ｄ映像として視認できるように、液晶モニタ２７０に表示を
行う表示形式である。識別情報がある場合には、ステップ６０６（Ｓ６０６）にて決定し
た識別名表示位置に、識別名が重ねて表示される。
【００３１】
　一方で、コントローラ２１０が、圧縮映像信号が３Ｄ映像信号であると判定した場合、
映像処理部１６０は、第１視点信号及び第２視点信号に対して、３Ｄ用の映像処理を行う
（Ｓ６１０）。具体的には、映像処理部１６０は、圧縮映像処理の復号化処理を行う。例
えば、映像処理部１６０はローパスフィルタを用いて、ぼかし処理を行う。より具体的に
は、映像処理部１６０は、設定された対象画素に対して、ローパスフィルタを用いてフィ
ルタ処理を行う。ローバスフィルタには、例えば、予め設定された任意のフィルタ係数、
及びフィルタサイズが、設定されている。なお、復号化処理を行う際に、ぼかし処理に相
当する処理を行ってもよい。例えばＪＰＥＧのような量子化テーブルを用いた復号化方式
の場合、高周波成分の量子化を粗くすることによって、映像信号に対してぼかし処理を施
すことができる。また、識別情報がある場合には、映像処理部１６０は、識別名表示位置
の決定を行う。識別名表示位置の決定については後述する。
【００３２】
　続いて、コントローラ２１０は、復号化処理された、第１視点信号と第２視点信号とを
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、液晶モニタ２７０に３Ｄ表示する（Ｓ６１１）。３Ｄ表示とは、視聴者が映像信号を３
Ｄ映像信号として視認できるように液晶モニタ２７０に表示を行う表示形式である。３Ｄ
表示方法としては、第１視点信号と第２視点信号とをフレームシーケンシャル方式で、液
晶モニタ２７０に表示する方法がある。識別情報がある場合には、ステップ６１０（Ｓ６
１０）にて決定した識別名表示位置において、識別名が、第１視点信号と第２視点信号と
に重ねて表示される。この場合、顔画像の視差量を基準に決定される識別名用の視差量（
識別情報用の視差量の一例）に基づいて、識別名が、第１視点信号と第２視点信号とに重
ねて表示される。識別名用の視差量については後述する。
＜１－４．顔識別機能＞
　デジタルカメラ１は、顔識別機能を有している。顔識別機能とは、登録済みの顔画像と
、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）で撮像された顔画像が同一であるか
否かを、識別する機能である。顔識別処理は、２Ｄ撮影モード及び３Ｄ撮影モードにおい
て実行可能である。基本的な処理内容は、２Ｄ撮影モード及び３Ｄ撮影モードにおいて共
通である。
＜１－４－１．２Ｄ撮影モードにおける顔識別機能＞
　デジタルカメラ１は、２Ｄ撮影モードにおいて、顔識別機能を有している。デジタルカ
メラ１では、コントローラ２１０が、登録済みの顔画像に対する第１特定情報と、撮像中
の画像に含まれる顔画像に対する第２特定情報とが、類似しているか否かを、判断する。
コントローラ２１０が２つの情報が類似すると判断した場合に、コントローラ２１０は、
登録済みの顔画像と、撮像された被写体の顔に対応する顔画像とが同一の顔であると判断
する。
【００３３】
　デジタルカメラ１が被写体の撮像を行う際には、コントローラ２１０が、上記のように
、登録済みの顔画像が、撮像中の被写体の中に存在するか否かを、識別する。そして、コ
ントローラ２１０が、登録済みの顔画像が、撮像中の被写体の中に存在すると識別した場
合には、デジタルカメラ１は、登録済みの顔に優先的にフォーカスを合わせる等の動作を
行う。
　顔識別に成功した画像については、識別に成功した顔の位置情報、及び識別名などの識
別情報等が、画像データ内に記録される。
　図７は、２Ｄ撮影モードにおける顔識別撮影動作を、説明するための図である。図７の
場合、識別された顔画像４０１、４０２を内部に含む図形（顔認識枠、識別情報の一例）
を定義するための情報、及び識別名などの情報が、識別情報として、撮影時に画像データ
内に記録される。ここでは、四角形４２１，４２２が、顔認識枠として、用いられている
。四角形４２１，４２２は、識別された顔画像４０１、４０２を内部に含んだ状態で、面
積が最小面積となるように、設定される。四角形４２１，４２２を定義するための情報に
は、左上端座標、Ｘ座標幅、及びＹ座標幅等が、含まれている。すなわち、左上端座標、
Ｘ座標幅、Ｙ座標幅、及び識別名などの情報が、識別情報として、撮影時に画像データ内
に記録される。また、顔認識枠例えば四角形４２１，４２２は、顔認識枠用の視差量（識
別情報用の視差量の一例）に基づいて、奥行方向の位置が設定される。顔認識枠用の視差
量の設定は、後述する識別名表示位置の設定、すなわち識別名用の視差量の設定と同様に
、実行される。
＜１－４－２．３Ｄ撮影モードにおける顔識別機能＞
　デジタルカメラ１は、３Ｄ撮影モードにおいても、顔識別機能を有している。デジタル
カメラ１では、コントローラ２１０が、撮影時に顔識別を行う。基本的な処理内容は、２
Ｄ撮影時と同様である。このため、ここでは、主に２Ｄ撮影モード時と異なる部分の処理
内容についてのみ、説明する。
【００３４】
　３Ｄ撮影モードでの顔識別機能では、コントローラ２１０が、ＣＣＤイメージセンサ１
５０（ａ），１５０（ｂ）にて撮影した第１視点信号及び第２視点信号の各々に基づいて
、顔画像の識別を行う。そして、コントローラ２１０は、識別した顔画像の位置情報、及
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び識別名などの顔画像に関する情報を、記録する。また、コントローラ２１０は、識別し
た顔画像に対する視差量（顔画像用の視差量）を、算出し記録する。すなわち、コントロ
ーラ２１０は、識別した顔画像の位置情報と、顔画像用の視差量と、識別名等の識別情報
とを、記録する。
　図８は、３Ｄ撮影モードにおける顔識別撮影動作を、説明するための図である。図８の
場合、コントローラ２１０は、人物４０１の顔画像４０１Ｌ，４０１Ｒに対する四角形４
２１Ｌ，４２１Ｒの情報、及び識別名等から構成される識別情報と、この識別名用の視差
量とを、記録する。同様にして、コントローラ２１０は、人物４０２の顔画像４０２Ｌ，
４０２Ｒに対する四角形４２２Ｌ，４２２Ｒの情報、及び識別名から構成される識別情報
と、この識別名用の視差量とを、記録する。
【００３５】
　以下では、デジタルカメラ１における３Ｄ撮影モードにおける顔識別処理の流れについ
て説明を行う。図９は、デジタルカメラ１における３Ｄ撮影モードの顔識別機能の動作を
、説明するためのフローチャートである。
　まず、３Ｄ撮影モードが選択された場合、コントローラ２１０は、２Ｄ撮影モードと同
様に、レリーズボタンが全押しされるまで待機する（Ｓ９０１でＮｏ）。ここで、レリー
ズボタンが全押しされると（Ｓ９０１でＹｅｓ）、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），
１５０（ｂ）は、３Ｄ撮影モードの場合に設定される撮影条件に基づいて撮影動作を行う
（Ｓ９０２）。ここでは、ＣＣＤイメージセンサ１５０（ａ），１５０（ｂ）は、第１視
点信号及び第２視点信号を生成する。
　続いて、映像処理部１６０は、生成された２つの映像信号（第１視点信号及び第２視点
信号）を、一時的にメモリ２００に蓄積する。そして、映像処理部１６０は、メモリ２０
０内の第１視点信号及び第２視点信号の各々に基づいて、顔画像の識別を行う（Ｓ９０３
）。ここでは、映像処理部１６０は、顔識別に成功したか否かを、判定する。
【００３６】
　例えば、第１視点信号及び第２視点信号の少なくともいずれか一方において顔識別が成
功した場合に、コントローラ２１０は、顔識別が成功したと判定する（Ｓ９０３でＹｅｓ
）。一方で、第１視点信号及び第２視点信号の両方において顔識別が失敗した場合におい
ては、コントローラ２１０は、顔識別が失敗したと判定する（Ｓ９０３でＮｏ）。
　続いて、ステップ９０３（Ｓ９０３）にて顔識別が成功した場合（Ｓ９０３でＹｅｓ）
、映像処理部１６０は、第１視点信号及び第２視点信号に基づいて、顔情報４０２Ｌ，４
０２Ｒの最大視差量を、検出する（Ｓ９０４）。また、ここでは、映像処理部１６０が、
第１視点信号に対応する圧縮映像信号、及び第２視点信号に対応する圧縮映像信号を、生
成する。
　続いて、コントローラ２１０は、２つの圧縮映像信号と、上記で識別した顔の位置情報
と、最大視差量と、識別名等の識別情報とを、カードスロット２３０に接続されるメモリ
カード２４０に、記録する（Ｓ９０５）。なお、２つの圧縮映像信号をメモリカード２４
０に記録する場合、２つの圧縮映像信号は、例えばＭＰＯファイルフォーマットを用いて
、関連付けられ記録される。
＜１－４－３．３Ｄ再生モードにおける顔識別機能＞
　以下、デジタルカメラ１における３Ｄ再生モードにおける顔識別機能について説明を行
う。図１０は、デジタルカメラ１における３Ｄ再生モードでの顔識別機能の動作を、説明
するためのフローチャートである。
【００３７】
　まず、コントローラ２１０は、３Ｄ映像信号の圧縮映像信号を、メモリカード２４０か
ら読み出す（Ｓ１００１）。例えば、映像信号がＭＰＯファイルフォーマットを有してい
る場合、コントローラ２１０は、圧縮映像信号を、第１視点信号と第２視点信号とを含む
３Ｄ映像信号と判定し、読み出す。
　次に、コントローラ２１０は、読み出した３Ｄ映像信号に対応する再生画像に、識別情
報が関連付けられている場合、識別名の表示位置を決定する（Ｓ１００２）。識別名は、
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例えば、顔の周辺に表示される。より具体的には、２次元平面では、識別名が、識別され
ている顔を含む四角形４２１から、所定量だけ上方に位置するように、識別名の位置が設
定される。これにより、２次元平面において、識別名が、識別されている顔の位置情報に
よって定義される四角形４２１の上方に、表示される。
【００３８】
　また、２次元平面に直交する奥行き方向に対して、識別名の位置が設定される。例えば
、識別した顔画像に対する、識別名用の視差量が、設定される。これにより、再生画像を
使用者が見たときに、識別した顔よりも識別名が手前に視認できるように、識別名は表示
される。
　図１１は、識別した顔と識別名の位置関係を示す模式図である。例えば、視差量は、上
述したように、第１視点信号に対する第２視点信号の水平方向のずれ量と定義されている
。ここで、第１視点信号を右目用の視点信号とし、第２視点信号を左目用の視点信号とし
た場合、視差量は、左目用の視点信号における位置情報から、右目用の視点信号における
位置情報を減算した値となる。この場合、視差量（減算値）が正の値を有する物体は、視
差量がゼロである位置より手前側で視認される。
【００３９】
　例えば、図１１では、識別名４１１，４１２の視差量（識別名用の視差量）が、識別し
た顔画像４０１，４０２の視差量（顔画像用の視差量）より大きくなるように、識別名用
の視差量が決定される。ここで、視差量は符号付の実数である。識別名用の視差量が大き
くなればなるほど、使用者は、３Ｄ映像において、識別した顔画像４０１，４０２を基準
として、識別名４１１、４１２を手前側に視認することができる。
　このように識別名用の視差量を設定することにより、顔画像４０１の位置を基準とした
識別名の表示位置（第１表示位置の一例）、及び顔画像４０２の位置を基準とした識別名
の表示位置（第２表示位置の一例）が、決定される。例えば、識別名用の視差量と顔画像
用の視差量との差に相当する視差を有する位置、すなわち識別した顔よりも手前側の位置
（図１１を参照）に、その識別名が表示される。なお、顔画像４０１に対する識別名４１
１の奥行き方向の表示位置は、顔画像４０２の位置とは無関係に設定される。また、顔画
像４０１に対する識別名４１１の奥行き方向の表示位置は、顔画像４０１より手前であれ
ば、顔画像４０２の位置よりも手前であってもよい。
【００４０】
　なお、顔認識枠用の視差量は、ここに示した識別名用の視差量の設定と同様に、設定さ
れる。これにより、顔認識枠例えば四角形４２１，４２２は、３Ｄ映像において、識別し
た顔画像４０１，４０２を基準として、手前側において使用者に視認される。
　続いて、コントローラ２１０は、第１視点信号と第２視点信号とに基づいて、３Ｄ画像
を液晶モニタ２７０に表示する（Ｓ１００３）。また、コントローラ２１０は、顔認識枠
用の視差量に基づいて、図８に示すように、識別された顔画像を２次元平面において内部
に含む図形例えば四角形４２１，４２２を、第１視点信号と第２視点信号とに対応する３
Ｄ画像に、重ねて表示する。これにより、四角形４２１，４２２は、識別した顔画像４０
１，４０２よりも手前側において、３Ｄ表示される。また、コントローラ２１０は、ステ
ップＳ１００２で決定した識別名用の視差量に基づいて、識別名４１１，４１２を、第１
視点信号と第２視点信号とに対応する３Ｄ画像に、重ねて表示する。これにより、図１２
に示すように、識別名４１１、４１２は、識別した顔画像４０１，４０２よりも手前側に
おいて、３Ｄ表示される。
＜１－５．まとめ＞
　本実施の形態のデジタルカメラ１は、映像処理部１６０と、コントローラ２１０とを、
備えている。映像処理部１６０は、第１映像信号及び第２映像信号に基づいて、顔画像に
対する視差量（顔画像用の視差量）を、算出する。また、映像処理部１６０は、顔画像を
識別するための識別名を、設定する。また、映像処理部１６０は、顔画像用の視差量及び
識別名を、出力する。また、映像処理部１６０は、識別名が顔画像から奥行方向に離れた
位置で視認されるように、顔画像用の視差量に基づいて、識別名用の視差量を決定する。
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さらに、映像処理部１６０は、識別名用の視差量に基づいて、第１映像信号に対する識別
名の第１表示位置と、第２映像信号に対する識別名の第２表示位置とを、決定する。コン
トローラ２１０は、第１表示位置において識別名を第１映像信号に重ねて表示し、第２表
示位置において識別名を第２映像信号に重ねて表示する。
【００４１】
　この構成により、３Ｄ映像信号に対して顔に関連付けられた識別名を、奥行方向におい
て顔とは異なる位置に表示できる。例えば、識別名を、奥行き方向において顔のすぐ手前
に視認可能なように表示できる。したがって、使用者が表示された画像を見るときに、奥
行き方向に大きな視線移動をすることなく、顔及び識別名のペアを、容易に視認すること
ができる。
　　また、本実施の形態のデジタルカメラ１は、コントローラ２１０を備えている。コン
トローラ２１０は、識別名が顔画像から奥行方向に離れた位置で視認されるように設定さ
れた識別名用の視差量に基づいて、識別名を第１映像信号に重ねて表示し、識別名を第２
映像信号に重ねて表示する。
　この構成により、３Ｄ映像信号に対して顔に関連付けられた識別名を、奥行方向におい
て顔とは異なる位置に表示できる。例えば、識別名を、奥行き方向において顔のすぐ手前
に視認可能なように表示できる。したがって、使用者が表示された画像を見るときに、奥
行き方向に大きな視線移動をすることなく、顔及び識別名のペアを、容易に視認すること
ができる。
＜２．その他の実施形態＞
　上記実施の形態では、３Ｄ撮影時に、顔識別処理を行い、識別した顔画像に対する視差
量を求め、３Ｄ再生時に、視差量に基づいて識別名の表示位置を決定するようにした。し
かしながら、これら一連の処理を実行するタイミングは、前記実施形態に限定されず、ど
のようにしてもよい。例えば、３Ｄ撮影時には、顔識別処理だけを行い、３Ｄ再生時に、
視差量の計算及び識別名の表示位置の決定を行ってもよい。
【００４２】
　また、顔画像用の視差量に代えて、顔の奥行き情報を使用するようにしてもよい。３Ｄ
映像においては、視差量と奥行きに関する情報とは、実質的に等価である。このため、視
差量の代わりに奥行き情報を用いたとしても、前記実施形態と同様に識別名を表示するこ
とができる。
　また、上記実施の形態では、第１視点信号及び第２視点信号の両方を用いて、顔検出処
理が実行される場合の例を示したが、第１視点信号及び第２視点信号のいずれか一方のみ
を用いて、顔検出処理を行ってもよい。例えば、この場合、撮影時または再生時に、第１
視点信号及び第２視点信号のいずれか一方のサブ領域に基づいて、第１視点信号及び第２
視点信号のいずれか他方の領域を、ブロックマッチング等により検査することによって、
視差量を求めることができる。
【００４３】
　また、３Ｄ撮影時には顔識別に関する処理は全く行わず、３Ｄ再生時において顔識別処
理を行い、得られた識別名を重畳表示するようにしてもよい。すなわち、本発明は、３Ｄ
再生装置に対しても適用可能である。
　上記実施の形態では、顔識別した結果を映像信号と共に記録しておき、再生時に識別名
を表示する例について説明した。これに代えて、撮影した映像信号に対して顔識別を行い
、ライブビュー表示（スルー画像表示）やレビュー表示時に識別名を重畳表示するように
してもよい。
　上記実施の形態では、顔を内部に含む図形例えば四角形４２１，４２２が、顔識別枠と
して、設定される場合の例を示した。これに加えて、図５に示すような顔以外の対象例え
ば自動車を内部に含む図形を、表示するようにしてもよい。また、対象が移動する場合、
この移動対象を内部に含む図形を、移動対象を追跡する追跡枠として、表示するようにし
てもよい。また、この追跡枠を、フォーカス用の枠として、用いてもよい。また、この追
跡枠を、識別名や顔識別枠と同様に、識別情報として用いてもよい。さらに、前記実施の



(15) JP 2012-114896 A 2012.6.14

10

20

30

40

形態の識別名や顔識別枠と同様に、移動対象の視差量より追跡枠の視差量が大きくなるよ
うに、追跡枠の視差量を設定することによって、追跡枠を移動対象より手前側で使用者に
視認させることができる。
【００４４】
　また、上記実施の形態では、映像信号から顔を識別し、その識別名を表示する例につい
て説明したが、識別する対象は顔に限らず、他の物体を被写体として識別するようにして
もよい。この場合、対象としては、動物、植物等の生物、車両、船舶、航空機等の移動体
、橋、塔、ビル等の建築物、山等の地形等が、考えられる。また、動物の顔や車両のナン
バープレート等のように、ここに例示した対象の一部分を、被写体としてもよい。
　また、上記実施形態で説明したデジタルカメラにおいて、デジタル処理を行う各ブロッ
クは、ＬＳＩなどの半導体装置により個別に１チップ化されても良いし、一部又は全部を
含むように１チップ化されても良い。
　また、上記実施形態の各処理をハードウェアにより実現してもよいし、ソフトウェアに
より実現してもよい。さらに、ソフトウェア及びハードウェアの混在処理により実現して
も良い。なお、上記実施形態に係るデジタルカメラをハードウェアにより実現する場合、
各処理を行うためのタイミング調整を行う必要があるのは言うまでもない。上記実施形態
においては、説明便宜のため、実際のハードウェア設計で生じる各種信号のタイミング調
整の詳細については、省略している。
【００４５】
　また、上記実施形態における処理方法の実行順序は、必ずしも、上記実施形態の記載に
制限されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で、実行順序を入れ替えることが
できる。
　なお、本発明の具体的な構成は、前述の実施形態に限られるものではなく、発明の要旨
を逸脱しない範囲で種々の変更及び修正が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明は、３Ｄ撮像装置及び３Ｄ再生装置に広く適用可能である。
【符号の説明】
【００４７】
　１１０（ａ）、１１０（ｂ）　　光学系
　１２０（ａ）、１２０（ｂ）　　ズームモータ
　１３０（ａ）、１３０（ｂ）　　ＯＩＳアクチュエータ
　１４０（ａ）、１４０（ｂ）　　フォーカスモータ
　１５０（ａ）、１５０（ｂ）　　ＣＣＤイメージセンサ
　１６０　　映像処理部
　２００　　メモリ
　２１０　　コントローラ
　２２０　　ジャイロセンサ
　２３０　　カードスロット
　２４０　　メモリカード
　２５０　　操作部材
　２６０　　ズームレバー
　２７０　　液晶モニタ
　２８０　　内部メモリ
　２９０　　モード設定ボタン
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